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A N C； News Letteｒ

発 行 ・ 編 集 ： 奄 美 自 然 体 験 活 動 推 進 協 議 会

「 マンリョウ 」 湯湾岳にて撮影 H１６、１２，２６

１２月中頃までは冬とは思えないような暖かい日が続いていましたが、年の暮れ

から急に寒くなってきました。雨が降り続く日などはより肌寒さを感じます。

先月下旬に湯湾岳方面に出掛けてみました。どんよりと曇った日でしたが雨が降

らずゆっくり散策できました。歩いていくと林内で寄生植物のユワンツチトリモチが

木の根元に生えているのを見つけました。また、赤い実をつけたマンリョウも何本か

見ることができました。往復の林道では今シーズンは特に多く見られるシロハラが

車の前を横切って行くことが何度もありました。

この季節、センター周辺では、シロハラの他にアカハラ、ジョウビタキ、ハクセキレ

イなどの冬鳥が芝生で餌を探して飛回っています。また、今まではあまり聞こえて来

なかったルリカケスのギャー、ギャーと鳴く声が、昨年の秋から事務所の中にいても

聞こえてきます。相次いでやって来た台風のせいで好物のシイの実がなく餌を探し

に山中のイモ畑へ来ていると言われています。そのせいでしょうか、集落でも鳴き声

を耳にしたり姿を見かける機会が多くなっています。
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第５回やせいのいきもの絵画展
テーマ「身近に見られる」

展示期間：平成1６年12月４日（土）～平成1７年１月30日（日）

第 ５ 回 「 や せ い の 生 き も の 絵 画 展 」 が セ ン 表 彰 式 と 絵 画 展 の 様 子

タ ー と 共 催 で 開 催 さ れ て い ま す 。

奄 美 に は 集 落 や 道 路 沿 い な ど で よ く 見 か け

る も の か ら 、 あ ま り 見 る こ と の で き な い 貴 重

な 固 有 種 な ど の 動 植 物 が 多 く 生 息 し て い ま す。

今 回 は み ん な が 実 際 に 見 た こ と の あ る 動 植

物 を 描 い て も ら お う と 企 画 し 、 テ ー マ を 「 身

近 に 見 ら れ る 生 き も の」と し て 募 集 し ま し た。 い き もの 大 賞 の藤 村 君

応 募 校 は １ ６ 校 （ 個 人 ５ 名 含 ） で 、 応 募 作 品

数 は １ ６ ０ 点 で し た 。

11月 19日 に セ ン タ ー 職 員 と 協 議 会 事 務 局

で 選 考 会 を 行 な い 、 4部 門 で １ ２ 点 の 入 賞 作

品 を 選 び ま し た 。

表 彰 式 が 12月 ４ 日 （ 土 ） 午 前 11:30分 か ら

セ ン タ ー 企 画 展 示 室 で 行 わ れ 、 協 議 会 会 長 代

理 が 「 普 段 か ら 自 然 や 動 植 物 に 関 心 を 持 っ て

い る そ の 心 が 絵 に 表 れ て い る と 思 い ま す 。」 と

挨 拶 さ れ た 後 、 入 賞 者 へ 賞 状 と 副 賞 を 手 渡 さ

れ ま し た 。 低 学 年 の 部 で 「 い き も の 大 賞 」 に

輝 い た 藤 村 倖 生 君 は 「 学 校 の 校 庭 の ブ ロ ッ ク

の 所 で い つ も 見 て い た か ら 描 き た か っ た 」 と 絵 画展 の 様子

う れ し そ う に 入 賞 の 喜 び を 話 し て く れ ま し た。

絵 画 展 を ご 覧 に な っ た 方 か ら は 「 ど の 子 も

生 き 物 の 特 徴 を 捉 え て 表 現 し て い て す て き で

し た 。」 な ど の 感 想 が 寄 せ ら れ て い ま す 。

応 募 作 品 は セ ン タ ー の 展 示 室 に 、 １ 月 ３ ０

日 ま で 展 示 し て お り ま す の で 、 是 非 、 子 供 た

ち の 作 品 を 見 に い ら し て く だ さ い 。 入賞 者 全 員
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入賞者及び作品名
賞 入 賞 者 題 名 学校名（学年）

いきもの大賞 藤村 倖生 あっキノボリトカゲ 大棚小学校３年

喜島 力也 バーバートカゲのぼうけん 大棚小学校４年

重野 宏太 たのしいうみのがっこう 今里小学校１年

あ ざ や か 賞 祇園下 真織 きれいなツマグロヒョウモン 大棚小学校３年

福島 秀太 アカショウビンと大きな木 大和小学校４年

宮田 一吹 チョウチンブラがブーラブラ 今里中学校２年

春日 駿介 ヤドカリと遊んだよ 阿伝小学校１年

ユ ニ ー ク 賞 平 妃華莉 カマキリとわたし 阿伝小学校１年

岩泉 大豪 木にはりついているせみ 大棚小学校４年

溜畑 吾大 この指とまれ 今里中学校３年

審査員特別賞 宮田 亜美 トンボ 今里小学校５年

東江 優 夏の夜に 今里中学校２年

第５回やせいのいきもの絵画展出展校（応募総数１６０点）

学 校 名 応募作品数 学 校 名 応募作品数

名瀬小学校 ４点 上小川小学校 ２３点

大和小学校 ６９点 小宿中学校 ３点

大棚小学校 ４点 今里中学校 ６点

名音小学校 ２４点 個 人 ５点

今里小学校 １０点

田検小学校 １点

円小学校 ６点

阿伝小学校 ５点 合計１６０点

絵画展をご覧になった方からのご感想
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入賞作品の紹介

「いきもの大賞」

「 あ っ キ ノ ボ リ ト カ ゲ 」 「 バ ー バ ー ト カ ゲ の ぼ う け ん 」

藤 村 倖 生 （ 大 棚 小 ３ 年 ） 喜 島 力 也 （ 大 棚 小 ４ 年 ）

低 学 年 の 部 高 学 年 の 部

「あざやか賞」

低 学 年 の 部

「 た の し い う み の が っ こ う 」 「 き れ い な ツ マ グ ロ ヒ ョ ウ モ ン 」

重 野 宏 太 （ 今 里 小 １ 年 ） 祇 園 下 真 織 （ 大 棚 小 ３ 年 ）

高 学 年 の 部

「 ア カ シ ョ ウ ビ ン と 大 き な 木 」 「 チョ ウ チン ブ ラが ブ ー ラブ ラ 」

福 島 秀 太 （ 大 和 小 ４ 年 ） 宮 田 一 吹 （ 今 里 中 ２ 年 ）
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「ユニーク賞」

低 学 年 の 部

「 ヤ ド カ リ と 遊 ん だ よ 」 「 カ マ キ リ と わ た し 」

春 日 駿 介 （ 阿 伝 小 １ 年 ） 平 妃 華 莉 （ 阿 伝 小 １ 年 ）

高 学 年 の 部

「 こ の 指 と ま れ 」

「 木 に は り つ い て い る せ み 」 溜 畑 吾 大 （ 今 里 中 ３ 年 ）

岩 泉 大 豪 （ 大 棚 小 ４ 年 ）

「審査員特別賞」

「 ト ン ボ 」 「 夏 の 夜 に 」

宮 田 亜 美 （ 今 里 小 ５ 年 ） 東 江 優 （ 今 里 中 ２ 年 ）
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新聞記事



- 7 -

身近な生きもの情報 野生の生きもの観察日記

『冬の自然日記；畑にルリカケスがやってきた』
例 年 に な く 暖 か な 冬 を 迎 え た 奄 美 に も 、 北 か ら の 冬 の 使 者 が や っ て き ま し た 。 11月 中

旬 に は シ ロ ハ ラ ・ ア カ ハ ラ な ど の ツ グ ミ 類 も 渡 っ て き て 、 奄 美 の 冬 鳥 が そ ろ い ま し た 。 冬

鳥 は 年 に よ っ て 渡 っ て く る 数 が 大 き く 変 わ る の で す が 、 今 年 は 多 い 年 の よ う で す （ ち な み

に昨 年 は冬 鳥 の 少な い 年で 、 一昨 年 は 多い 年 でし た ）。

11月 の あ る 日 、 地 元 新 聞 の 紙 面 上 に 『 ル リ カ ケ ス が 畑

荒 ら し 』 と い う 見 出 し が 出 て い ま し た 。 セ ン タ ー か ら さ ほ

ど 遠 く な い 大 和 村 内 の 山 中 に あ る サ ツ マ イ モ 畑 に 多 く の ル

リ カ ケ ス が 飛 来 し 、 収 穫 中 の イ モ を 食 べ て い る と い う 内 容

で し た 。 様 子 を 見 に 行 く と 、 畑 の 中 に 15羽 近 く の 集 団 が

いて イ モを 突 い たり 、ど こ かに 持 ち去 っ たり し て いま し た 。

人 が 近 く で 作 業 を し て い て も お 構 い な し で す 。 収 穫 し た イ

モ は 、 乾 燥 さ せ る た め に 一 時 的 に 畑 に 置 い て お く そ う で す が 、 自 分 で イ モ を 掘 り 出 す 力 の

無 い ル リ カ ケ ス は こ う い っ た 乾 燥 中 の イ モ や 、 小 さ く て 収 穫 さ れ ず 放 置 さ れ た イ モ を 食 べ

に 来 る よ う で し た 。 私 は 学 生 の 頃 か ら ル リ カ ケ ス を 見 て き た の で す が 、 一 度 に こ れ ほ ど 多

く の 個 体 を 見 た こ と は な く 、 こ の 光 景 に は 驚 き ま し た 。 お 話 を 伺 っ た と こ ろ 、 10年 来 こ

の 場 所 で イ モ を 作 っ て い る が こ ん な こ と は 初 め て で 、 商 品 価 値 の 高 い 大 き な イ モ を 突 か れ

る の は 困 る こ と 、 ル リ カ ケ ス よ り は 畑 を 掘 り 返 す イ ノ シ シ の 方 が 被 害 が 大 き い こ と な ど 、

たく さ んの 話 を 聞く こ とが で きま し た （ 右 写 真 ； 収 穫 後 の イ モ 畑 に 集 ま る ル リ カ ケ ス ）。

ル リ カ ケ ス が サ ツ マ イ モ を 好 む と い う こ と は 、 こ の 鳥

が 『 ト ン ク レ （ サ ツ マ イ モ を 食 べ る の 意 ）』 と 呼 ば れ て

い る よ う に よ く 知 ら れ て い ま す 。 ま た 秋 ～ 冬 に は 5羽 程

度 の 群 れ を 作 る と こ ろ も よ く 観 察 さ れ ま す 。 今 か ら 30年

程 前に は 、数十 羽 以上 の 群 れも 観 察さ れ てい た そ うで す 。

さ ら に 今 年 は 台 風 の 影 響 で 全 国 的 に ド ン グ リ が 少 な い と

い う 話 を よ く 聞 き ま す 。 奄 美 で も シ イ の 実 が か な り 少 な

い と い う 話 が 聞 か れ 、 本 土 と 同 じ よ う に 奄 美 の 森 の 生 き

物 達 は 食 べ 物 探 し に 苦 労 し て い る で し ょ う 。 今 回 の ケ ー ス は こ う い っ た 状 況 が 重 な り 、 一

度 に 多 く の ル リ カ ケ ス が 集 中 し た 結 果 と 思 わ れ ま す （ 左 写 真 ； 倉 庫 に 入 っ て イ モ を 食 べ る ル リ カ ケ

ス ）。

12月 に ま た 訪 れ た 時 、 収 穫 の 終 わ っ た イ モ 畑 に ル リ カ ケ ス の 姿 は あ り ま せ ん で し た 。

多 く の サ ツ マ イ モ を 手 に 入 れ た こ の 地 域 の ル リ カ ケ ス 達 は 、 こ の 冬 を 無 事 に 乗 り 切 り 、 春

に 子 育 て を す る こ と が で き る で し ょ う 。 … そ し て 次 の 秋 、 ド ン グ リ は 実 る の で し ょ う か 、

そ し て 簡 単 に 手 に 入 る 美 味 し い 食 料 を 見 つ け た ル リ カ ケ ス 達 は 再 び 畑 に 現 れ る の で し ょ う

か？ 注 視し て い く必 要 があ る と感 じ た 事件 で した 。（ セ ンタ ー 中村 ）
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情報マップ 地図
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冬にみられる野生生物 ※参考文献：山渓フィールドブックス，

図鑑奄美の野鳥，北緯28度の森

［ジョウビタキ］ スズメ目 ヒタキ科 全長１４ｃｍ

雄は頭上から首の後ろにかけて銀灰色で、頬やのど、首

胸にかけては黒色、下面と腰や尾の外側が橙色である。翼

は黒っぽく、目立つ白い班がある。雌は頭から背にかけては

灰褐色で、下面は淡褐色、腰や尾は赤褐色で、翼に白班が

ある。尾を振り頭をヒョコッと下げる動作をよくする。冬鳥とし

て本州以南の平地や農耕地などに渡来する。奄美へも冬鳥

として、集落付近の平地などの開けた場所に渡来する。

鳴 き 声：ヒッ ヒッ カッ カッ、など

生息時期：10月～12月～3月

「マンリョウ」 （万両）

縁起のよい名前や果実の美しさから、庭や鉢に植えられて

昔から園芸植物として親しまれていいる。高さが１ｍほどに

なる常緑の低木で、暖地の常緑樹林下に生える。野生種は

園芸種と比べると果実の粒がやや小さく、直径が7ミリほど

である。茎は直立し、上部で数本に枝分かれすることもあ

る。果実のつく枝が横に30ｃｍほど伸び出すのも野生種の特

徴。赤い果実はヒヨドリなどの野鳥が好んでついばむ。

果 期：10～2月

分 布：関東地方以西、四国、九州、沖縄

「ユワンツチトリモチ」

イジュの根に生える多年生寄生植物、は根茎をすりつぶし

て鳥もちを作るからである。

分 類：ツチトリモチ科 ツチトリモチ属

大きさ：高さ7～10ｃｍ

花 期：11月～12月

分 布：奄美大島（固有）

編 集 後 記

年明けから寒い日が続いていますがいかがお過ごしでしょうか。

昨年中はお世話になりました。今年もどうぞ宜しくお願い致します。
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編集・発行：奄美自然体験活動推進協議会事務局

□ 〒８９４－３１９２

鹿児島県大島郡大和村大和浜１００

大和村役場 企画財政課

ＴＥＬ：０９９７－５７－２１１１

□ （連絡・書類等送付先）

〒８９４－３１０４

鹿児島県大島郡大和村思勝字腰ノ畑５５１

奄美野生生物保護センター内

ＴＥＬ：０９９７－５５－８６２０

ＦＡＸ：０９９７－５５－８６２１
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